
学校だより 

若菜っ子 
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 新しい学年が始まって約３週間。他の学年のみならず、新１年生も行動範囲が徐々に広がり、明

るく元気に学校生活を送っています。 

 さて、本校では、「集団生活における人としての生き方の基礎・基本」と「基礎基本の学力」をしっ

かり身に付けさせる事が大切であると考えています。４月号でお知らせした「あ・そ・べをがんばる

若菜っ子」というスローガンはこのことを基に設定したものです。 

この３週間このスローガンを基に頑張ってきていますが、これからGWに入ります。５月病という

言葉もあるように、例年この時期は、子どもたちが心身の不調を訴えやすい時期でもあります。例え

ば、日頃運動をしない子どもは、ちょっと運動するだけで筋肉痛を起こし、「痛い」と訴えますが、努

力して毎日運動を続けていると筋肉が強化され、いつの間にか痛みはなくなります。しかし、ちょっ

との痛みに負けて努力を怠ると、いつまで経っても筋肉は強くなりませんし、いつも「筋肉痛」を訴

えることになってしまいます。これと同じで、クラス替えがあったり、担任の先生が替わったりした

お子様は、もしかしたら無理しすぎたり、今まで以上に負荷がかかりすぎたりして、いろいろな「筋

肉痛」を感じているかもしれません。ですが、これを乗り越える事で心も頭も体も一段と大きく成長

しますので、そんな時は、お子様の声に共感的に耳を傾けつつ、学級担任とも十分にコミュニケーシ

ョンを図りながら家庭でも「よくがんばっているね。」「大丈夫だよ。」等のねぎらいや励ましの声かけ

をお願いします。GWが明けたら家庭訪問週間に入ります。家庭でのお子様の様子をよく観察してい

ただき、担任と話し合うことで、学校と家庭との絆が少しでも深まる機会となっていければ幸いです。 
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 別紙プリントでお知らせしました通り、本

年度の学校行事においては、できる限り実施

する方向で考えていきたいと思っています

が、福岡県において「まん延防止等重点措置」

や「緊急事態宣言」が出されるような事態にな

った場合、すべての学校行事を中止せざるを

得ない状況となります。皆様もご承知の通り、

ここ何週間かの福岡県の感染状況を見ると、

感染者数の増加とともに、変異型ウイルスの

感染者の割合が増加しています。変異型ウイ

ルスは、従来型と比べて若年層への感染率が

高く、学校としても危機感を募らせていると

ころです。 

 つきましては、もうすぐゴールデンウイー

クを迎えます。すでに予定を立てておられる

ご家庭も多いと思いますが、今まで以上の感

染拡大防止策（三密を避ける・マスクの着用・

手指消毒等）の徹底をお願いいたします。 
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